戦後を生きた人々からの贈り物
一ノ瀬　麻衣
今の私は、さまざまなことがあり人生においてもっとも最悪で人をまったく信用できない状態にある。およそ７年来のキリスト教徒の知人がいて、いつでも教会にお越しくださいと言っていただいているのですが、なかなか訪ねることができず、是非にという特別な日に年に数回ほど礼拝に参加させていただいている。今夏８月に平和聖日礼拝に参加させていただき、そのあとに行われた平和のつどいにも参加させていただいた。そのつどいは、「蟻の街の北原怜子－その生き方と信仰を見つめて」という澤田愛子先生（キリスト教徒）の講演でした。それは、終戦後の仮小屋集落のひとつである蟻の街で、子供たちや大人たちと共に生活し、その短い生涯を捧げた北原さん（以下敬称略）の話でした。北原は、キリストの生き方をそのまま実践した、私など到底足元にもおよばない人物で、はたして人なのかとも思える。さらにとても優秀な人物でなおさら足元にもおよばない印象を受けたが、どこか親近感を覚える人柄も持っている不思議な人物である。
その話に出てくる言葉で、特に印象深い三つの言葉がある。
ひとつは、「あなたは今日微笑みを忘れませんでしたか」と北原のノートに記された言葉で、北原の信仰の師から聞かされた愛の実践のひとつである。
もうひとつは、「友のために自分の生命を差し出すという究極の愛の精神」というメルセス会の第四誓願。
そして、「主は豊かであったのに、あなたがたのために貧しくなられた。それは、主の貧しさによって、あなたがたが豊かになるためだったのです」という言葉である。
最初の二つの言葉は、それなりに理解ができるが、３つ目の言葉は今ひとつわからない。澤田先生の著書『言問橋の星の下で　北原怜子と蟻の街』にある、北原と蟻の街の指導者的立場の松居桃樓氏（以下敬称略）との人を助けることについての対話に出てくる言葉でもある。松居が、「助けるということは、一段高いところにいる者が、下にいる者に手を貸すこと。なぜ一緒になって苦しまないのです。助けるとか、助けてやったとか思うことほど高慢な話はないですよ。」と言い、さらに「金持ちのお嬢さんが暇つぶしにお小遣いのあまりを貧乏人に恵んで歩いたって、この世の中はよくなりませんよ。本当に心から気の毒だと思う気持ちがあるのだったら、いっしょに裸になって苦労しないではおれないはずじゃありませんか。」と畳み込まれる一幕である。なるほどと思うが、言うは易し行うは難しである。
この話を私の精神科の主治医に話したところ、今の私は無理をせず、自分の感情に素直になったほうがよいと言われた。ただし、自分が尊敬できる人を投射することはよいとも言われた。私はとうてい足元にもおよばない。けれど、今の私にとっては、心にあまりある贈り物をいただいたような気がする。
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